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昨
年
12
月
、
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（
被
団
協
）
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
の
快
挙
と
同

じ
頃
、
深
川
市
役
所
前
庭

に
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え

る
記
念
碑
が
お
目
見
え
し

た
。
記
念
碑
は
縦
約
１
・

５
㍍
、
横
約
90
㌢
、
そ
こ

に
約
80
㌔
の
「
被
爆
石
」

と
４
つ
の
「
原
爆
瓦
」
が

嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
旧

広
島
市
役
所
の
敷
石
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、

広
島
市
役
所
に
よ
る
と
、

こ
う
し
た
「
被
爆
石
」
は

国
内
（
約
90
ヵ
所
）
や
海

外
（
約
10
ヵ
所
）
の
団
体

や
施
設
に
寄
贈
さ
れ
て
お

り
、
北
海
道
で
は
深
川
市

の
ほ
か
、
北
広
島
市
、
新

得
町
、池
田
町
で
展
示（
別

項
参
照
）
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

深
川
市
は
１
９
８
５

（
昭
和
60
）
年
に
「
非
核

平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ

て
お
り
、
記
念
碑
の
背
景

に
標
柱
が
立
っ
て
い
る
。

毎
年
、
広
島
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
８
月
６
日
に
記

念
式
典
が
開
か
れ
て
い
る

が
、
40
年
目
に
当
た
る
今

年
は
記
念
碑
が
披
露
さ
れ
、

花
束
な
ど
が
手
向
け
ら
れ

た
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と

非
核
平
和
都
市
宣
言
40
年

―
―
。
偶
然
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
は
い
え
、
寄
贈
者
で

　

戦
後
80
年
の
今
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、

改
め
て
戦
争
と
原
爆
の
悲
惨
さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
次
世
代
へ
の
記
憶

の
継
承
が
重
要
視
さ
れ
る
な
か
、
長
年
に
わ
た
り
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
て
い

る
の
が
、
剣
淵
町
在
住
（
深
川
市
出
身
）
の
野
嶽
次
郎
さ
ん
だ
。
深
川
市
役
所

の
前
庭
に
は
、
野
嶽
さ
ん
が
寄
贈
し
た
原
爆
の
「
被
爆
石
」
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
被
爆
石
」
は
、旧
広
島
市
役
所
で
敷
石
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
。

道
内
で
は
４
自
治
体
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
の
広
島
訪

問
が
人
生
の
転
機
に
な
っ
た
と
い
う
野
嶽
さ
ん
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海
達
志
）

北海道に　渡った「被爆石」
を巡る物語〜野　嶽次郎さん

　の平和へ　
　の想い

広
島
市
長
に
宛
て
た
手
紙

記念碑と野嶽次郎さん

戦後80年
剣淵町在住
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